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尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
、
日
中
関
係
は

一
九
七
二
年
の
国
交
正
常
化
以
来
最
悪
と
い
わ

れ
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
一
方
、
中
国
は
日

本
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

事
実
が
あ
る
。
日
本
経
済
が
縮
小
す
る
国
内
市

場
を
補
い
成
長
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
中
国
市

場
の
重
要
性
は
決
し
て
低
下
す
る
も
の
で
は
な

い
。
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き

た
日
中
間
の
経
済
交
流
を
今
日
活
か
せ
な
い
と

す
れ
ば
そ
れ
は
実
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
戦
後
日
中
貿
易
の
草
創
期
か
ら
伊

藤
忠
商
事
で
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ
て
き
た
藤

野
文
晤
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
）
を
基
に
、
当
時
の
状
況
や
そ
の
体
験
談

を
四
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
す
る
。
藤
野
氏
は
伊
藤

忠
時
代
、
瀬
島
龍
三
氏
（
同
社
専
務
か
ら
副
社

長
、
副
会
長
を
経
て
会
長
。
元
亜
細
亜
大
学
理
事

長
）
の
指
揮
の
も
と
、
同
社
の
中
国
事
業
を
他

社
に
先
駆
け
て
軌
道
に
載
せ
た
実
績
に
と
ど
ま
ら

ず
、
中
国
へ
の
深
い
思
い
入
れ
と
広
い
視
野
で
日

中
共
存
の
哲
学
を
持
ち
、
引
退
後
も
な
お
民
間
団

体
等
で
日
中
の
橋
渡
し
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
藤
野
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た

の
は
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
が
今
日
、
日
本
企
業
に
と
っ

て
普
通
の
経
済
活
動
と
な
る
一
方
で
、
単
な
る
経
済

行
為
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
特
殊
性
や
そ
の
特
異
な

性
質
を
改
め
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
野
氏
と
筆

者
の
年
齢
差
は
二
十
二
。
八
〇
年
に
初
め
て
訪
中

し
た
筆
者
は
、
足
跡
を
お
聞
き
す
る
に
あ
た
り
か

ろ
う
じ
て
往
時
の
諸
事
情
を
想
像
で
き
る
立
場
に

あ
り
、
こ
れ
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
の
も
筆

者
の
世
代
の
責
務
と
勝
手
に
自
覚
し
た
次
第
で
あ

る
。
ま
た
偶
々
で
は
あ
る
が
、
高
校
の
大
先
輩
で

あ
る
こ
と
に
も
何
か
の
縁
と
感
じ
て
い
る
。

　

第
一
回
目
は
、
藤
野
氏
の
若
手
社
員
時
代
、
日

中
国
交
正
常
化
前
の
日
中
貿
易
に
つ
い
て
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
日
時
な
ど
詳
細
は
最
終
回
に

ま
と
め
て
記
す
。
）

伊
藤
忠
商
事
就
職
ま
で

　

藤
野
氏
は
一
九
三
七
年
広
島
県
生
ま
れ
。
地
元
修

道
高
校
を
卒
業
後
、
大
阪
外
国
語
大
学
中
国
語
学
科

に
現
役
で
進
学
し
た
。
当
時
の
国
立
大
学
は
一
期

校
、
二
期
校
で
二
回
の
受
験
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た

が
、
高
校
時
代
漢
文
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
中
国

語
を
専
門
に
勉
強
し
た
い
と
大
阪
外
大
一
本
に
絞
っ

て
の
受
験
だ
っ
た
。
当
時
同
学
科
は
一
学
年
四
〇

人
。
同
期
に
は
後
の
ニ
チ
メ
ン
㈱
（
現
双
日
）
社

長
・
半
林
亨
氏
が
い
た
ほ
か
、
共
産
党
員
と
な
る
学

生
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

学
生
時
代
は
小
説
家
を
目
指
し
て
同
人
誌
を
発

行
し
て
い
た
ほ
か
、
寄
宿
先
の
お
寺
で
四
年
間
お

経
を
聞
い
て
過
ご
し
て
親
鸞
聖
人
に
も
惚
れ
込

み
、
一
時
は
僧
侶
を
志
し
た
。
し
か
し
親
の
反
対

に
遭
い
、
親
の
縁
故
で
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
伊
藤

忠
商
事
を
受
験
し
た
。
面
接
試
験
で
は
、
後
に
社

長
と
な
る
越
後
常
務
か
ら
本
人
の
履
歴
書
中
「
尊

敬
す
る
人
物
：
親
鸞
聖
人
」
の
理
由
を
尋
ね
ら

れ
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
長
広
舌
を
ふ
る
っ

た
と
い
う
。
越
後
氏
が
本
願
寺
の
門
徒
代
表
で
筋

金
入
り
の
浄
土
真
宗
信
者
で
あ
る
こ
と
は
後
か
ら

知
っ
た
。

　

物
書
き
に
な
り
た
く
て
朝
日
新
聞
に
も
内
緒

で
受
験
し
合
格
し
た
が
、
大
学
か
ら
三
〇
人
ほ

ど
伊
藤
忠
を
受
験
し
て
合
格
し
た
の
は
自
分
だ

け
で
、
当
時
は
大
学
の
就
職
課
経
由
で
一
社
に

絞
っ
て
受
験
す
る
の
が
ル
ー
ル
で
あ
り
、
朝
日

は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

新
入
社
員
当
時

　

伊
藤
忠
商
事
は
そ
の
当
時
一
五
〇
～
二
〇
〇

人
採
用
し
て
い
た
が
、
不
景
気
で
五
九
年
の
同

期
入
社
は
約
五
〇
人
。
最
初
の
配
属
先
は
大
阪

本
社
外
国
部
通
信
渡
航
課
。
当
時
は
テ
レ
ッ
ク

ス
も
な
い
時
代
で
、
電
報
料
を
安
く
す
る
た
め

様
々
な
貿
易
用
語
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
五
字
に

暗
号
化
し
て
打
電
す
る
仕
事
だ
っ
た
。

　

会
社
に
入
っ
て
み
て
自
分
は
中
国
語
を
勉
強

し
た
の
で
中
国
と
の
仕
事
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
み
た
が
、
前
年
に
長
崎
国
旗
事
件
が
起
き
て

中
国
と
の
取
り
引
き
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。

た
だ
五
九
年
九
月
に
石
橋
湛
山
前
首
相
が
訪
中

し
、
周
恩
来
首
相
と
の
間
で
政
経
不
可
分
の
原

則
を
示
し
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
、
翌
十

月
に
も
松
村
謙
三
氏
が
周
首
相
と
会
談
す
る
な

ど
日
中
貿
易
再
開
の
機
運
も
高
ま
っ
て
き
た
。

　

翌
六
〇
年
七
月
、
こ
う
し
た
兆
し
を
受
け
て

東
京
本
社
外
国
部
中
国
課
に
転
勤
。
課
長
は
秋

間
美
雄
氏
、
長
年
中
国
貿
易
に
携
わ
り
飼
料
原

遊　

川　

和　

郎

　

日
中
経
済
交
流
・
井
戸
を
掘
っ
た
人
に
聞
く

　
　
　

  

藤
野
文
晤
・
元
伊
藤
忠
商
事
㈱
常
務
取
締
役

                                                   

（
元
亜
細
亜
大
学
客
員
教
授
）
【
第
一
回
】
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料
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
。
課
長
代

理
の
小
島
敬
三
氏
、
他
に
永
江
和
夫
氏
、
馬
殿
幸

次
郎
氏
、
み
な
天
津
の
日
中
学
院
か
ら
上
海
の
東

亜
同
文
書
院
に
進
ん
だ
中
国
語
の
達
人
揃
い
だ
っ

た
。
同
年
八
月
、
周
首
相
が
周
三
原
則 

を
提
示

し
、
十
一
月
に
は
日
中
貿
易
が
再
開
さ
れ
る
。

友
好
商
社

　

日
中
貿
易
再
開
と
い
っ
て
も
台
湾
と
の
取
り
引
き

が
あ
る
大
手
商
社
は
中
国
と
直
接
の
取
り
引
き
が
で

き
ず
、
友
好
商
社
と
呼
ば
れ
る
中
国
側
が
指
定
し
た

貿
易
会
社
の
み
が
中
国
と
の
貿
易
窓
口
だ
っ
た
。
友

好
商
社
に
は
、
大
き
く
分
け
て
独
立
系
の
専
門
商

社
、
大
手
の
系
列
（
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ミ
ー
」
）
、
日

共
（
日
本
共
産
党
）
系
の
三
つ
が
あ
っ
た
。
独
立
系

で
は
東
工
物
産
、
西
日
本
貿
易
、
東
京
丸
一
な
ど
。

大
手
の
系
列
で
は
伊
藤
忠
が
新
日
本
通
商
、
三
井
物

産
が
第
一
通
商
、
三
菱
商
事
が
明
和
産
業
、
住
友
商

事
が
大
華
貿
易
、
丸
紅
が
和
光
交
易
な
ど
だ
っ
た
。

　

伊
藤
忠
も
当
初
は
商
品
ご
と
に
い
く
つ
か
の
友
好

商
社
を
使
い
分
け
て
い
た
が
、
次
第
に
新
日
本
通
商

に
一
本
化
し
、
最
終
的
に
同
社
に
一
〇
〇
％
出
資
し

た
。
日
共
系
で
は
睦
・
三
進
・
羽
賀
が
御
三
家
と
言

わ
れ
て
い
た
。

中
国
赴
任

　

中
国
初
出
張
、
駐
在
は
六
三
年
秋
（
入
社
五
年

目
）
の
こ
と
。
当
時
は
毎
年
春
と
秋
の
広
州
交
易

会
に
あ
わ
せ
て
広
州
に
行
く
。
ま
ず
香
港
に
一
～

二
泊
し
て
交
易
会
参
加
の
ビ
ザ
を
取
り
、
広
州
で

さ
ら
に
北
京
の
ビ
ザ
を
と
っ
て
列
車
で
二
泊
三
日

か
け
て
北
京
に
行
き
、
半
年
後
の
交
易
会
で
出
張

し
て
く
る
人
と
交
代
す
る
と
い
う
、
長
期
出
張
ス

タ
イ
ル
だ
っ
た
。
北
京
の
ビ
ザ
は
通
常
三
カ
月
な

の
で
途
中
で
一
回
公
安
局
に
行
っ
て
更
新
す
る
。

ビ
ザ
を
出
す
か
出
さ
な
い
か
は
中
国
側
の
一
存

（
友
好
的
か
否
か
）
な
の
で
、
ビ
ザ
が
出
な
い
、

延
長
で
き
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

　

北
京
で
は
各
社
と
も
新
僑
飯
店
が
事
務
所
と
宿

舎
を
兼
ね
て
い
て
、
日
本
人
は
一
〇
〇
人
程
い

た
。
伊
藤
忠
は
藤
野
氏
と
も
う
一
人
の
二
名
体

制
。
日
常
的
な
業
務
は
本
社
か
ら
の
注
文
や
中

国
側
か
ら
の
話
を
日
本
に
つ
な
ぐ
こ
と
。
二
里

溝
（
機
械
関
連
）
、
東
華
門
（
繊
維
、
食
料
関

連
）
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
貿
易
公
司
に
日
参
し
、

日
本
の
本
社
に
連
絡
す
る
。
連
絡
手
段
はletter 

teleg
ram

と
呼
ば
れ
る
書
信
電
報
で
、
二
十
四

時
ま
で
に
打
て
ば
翌
日
八
時
配
達
な
の
で
、
簡
略

化
し
た
特
別
な
暗
号
で
時
間
ま
で
に
電
報
局
へ

持
っ
て
い
く
の
が
仕
事
だ
っ
た
。

　

初
出
張
か
ら
後
、
一
年
の
半
分
を
中
国
で
仕
事

を
し
、
残
り
の
半
分
を
日
本
で
過
ご
す
生
活
で
、

文
化
大
革
命
（
文
革
）
勃
発
の
六
六
年
六
月
も
北

京
だ
っ
た
。
当
時
、
伊
藤
忠
は
生
糸
（
野
蚕
糸
）

の
輸
入
で
大
商
い
を
し
て
い
た
。
あ
る
晩
、
新
僑

飯
店
の
隣
で
ド
ラ
を
打
ち
鳴
ら
し
て
彭
真
北
京
市

長
更
迭
を
祝
っ
て
い
た
。
後
に
な
っ
て
こ
れ
が
文

革
の
狼
煙
と
わ
か
る
。
ま
た
八
月
に
服
装
品
交
易

会
で
上
海
に
行
っ
た
時
に
は
初
め
て
見
る
紅
衛
兵

に
三
時
間
吊
し
上
げ
ら
れ
る
経
験
も
し
た
。
対
外

貿
易
部
は
売
国
奴
と
の
非
難
を
浴
び
、
公
司
の
総

経
理
は
便
所
掃
除
を
や
ら
さ
れ
る
な
ど
、
商
売
も

少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
広
州
交
易
会

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
か
人
の
補
充
は
で
き
な
い
の

で
、
と
に
か
く
北
京
に
い
る
こ
と
が
大
事
な
仕
事

と
い
え
た
。

突
然
の
通
告

　

文
革
が
混
迷
を
深
め
る
な
か
日
本
の
商
社
も

細
々
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
て
い
た
が
、
七
〇

年
五
月
、
大
事
件
が
起
き
る
。
佐
藤
内
閣
（
当

時
）
の
中
国
敵
視
政
策
に
反
発
し
た
中
国
は
、

広
州
交
易
会
に
お
い
て
周
四
条
件 

を
受
入
れ
な

け
れ
ば
日
本
企
業
と
の
取
り
引
き
は
行
わ
な
い

と
宣
言
し
、
こ
れ
ま
で
の
ダ
ミ
ー
を
経
由
し
た

取
り
引
き
も
全
部
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
伊

藤
忠
は
仕
方
な
く
新
日
本
通
商
か
ら
人
と
資
本

を
全
部
引
き
上
げ
、
新
日
本
通
商
が
そ
れ
を
自

分
で
穴
埋
め
し
て
会
社
を
存
続
さ
せ
、
残
っ
た

新
日
本
の
人
た
ち
だ
け
で
中
国
貿
易
を
継
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
伊
藤
忠
が
商
権

を
持
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
現
実
に
取
り
引

き
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　

滞
在
し
て
い
た
新
僑
飯
店
か
ら
み
な
引
き
上

げ
、
中
国
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
同
僚
は
そ
れ
ぞ

れ
ソ
連
や
東
南
ア
ジ
ア
、
香
港
、
中
近
東
な
ど
の

部
門
や
駐
在
に
離
散
し
て
し
ま
っ
た
。
藤
野
氏
は

海
外
統
括
部
（
旧
外
国
部
）
に
戻
り
、
新
設
さ
れ

た
ア
ジ
ア
総
支
配
人
の
秘
書
を
兼
ね
て
仕
事
を
し

て
い
た
が
、
な
ん
と
か
中
国
と
の
貿
易
再
開
を
果

た
そ
う
と
、
何
の
面
識
も
な
い
瀬
島
龍
三
業
務
本

部
長
（
専
務
）
に
周
四
条
件
の
受
け
入
れ
を
突
然

直
訴
し
た
の
だ
っ
た
。
（
以
下
次
号
）

（
ゆ
か
わ
か
ず
お
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

  

周
政
治
三
原
則
：
①
国
を
敵
視
す
る
政
策
を
執
ら
な

い
、
②
「
二
つ
の
中
国
」
を
つ
く
る
陰
謀
に
加
わ
ら

な
い
、
③
中
日
国
交
正
常
化
を
妨
害
し
な
い
。

  

周
四
条
件
：
①
台
湾
お
よ
び
韓
国
を
援
助
す
る
企

業
、
②
台
湾
お
よ
び
韓
国
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
企

業
、
③
米
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
政
策
を
援
助
す
る
目
的

で
兵
器
・
弾
薬
な
ど
の
軍
事
物
資
を
供
給
し
て
い
る

企
業
、
④
米
国
企
業
の
子
会
社
お
よ
び
合
弁
会
社
、

と
は
取
り
引
き
し
な
い
。

1
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